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平成 25 年 11 月１日 

 

 

 

 

復 興 庁 

福 島 県 

南相馬市 

 

 

 

調査の概要 

 

1．調査対象：世帯の代表者（5,677 世帯） 

（避難指示解除準備区域、居住制限区域及び帰還困難区域の全世帯対象） 

2．調査時期：平成 25 年 8 月 23 日～9 月 6 日 

3．調査方法：郵送配布、郵送回収 

4．回答者数：3,543 世帯（回収率 62.4％） 

 

基本属性 

【年代】 

 
 

 

 

注：「n」とは、質問に対する回答者数で、100%が何世帯の回答に相当するかを示すものである（次ペ

ージ以降同じ）。 

  

n =

3543 2.7 8.9 11.5 21.0 27.0 28.4 0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２０代以下
３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０代以上 無回答

南相馬市住民意向調査 調査結果（速報版） 
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n =

3543 2.9 5.0 24.2 5.8 2.5 23.0 1.7 30.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いわき市

相馬市 南相馬市（鹿島区）

南相馬市（原町区）

新地町, 0.7 

福島市

郡山市

白河市, 0.4 

須賀川市, 0.3 

二本松市, 0.5 

田村市, 0.2 

伊達市, 0.4 

本宮市, 0.1 

桑折町, 0.1 

川俣町, 0.0 

大玉村,  -

西郷村, 0.1 

三春町,  -

会津若松市, 0.9 

喜多方市, 0.2 

会津美里町,  -

福島県内の

その他

の市町村

, 0.7 

福島県外

無回答

n =

3543 29.2 43.1 1.3 14.7

1.9

1.4

1.8

3.0 

1.9

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

応急仮設住宅

（プレハブ型。無償）

応急仮設住宅（民間住

宅・公営住宅などの借り

上げ型。無償）

公営住宅

（有償）

民間賃貸（有償）

社宅・官舎等

家族のどなたかの

お住まい・実家
親戚・知人宅

持ち家（ご本人また

はご家族所有）

その他

無回答

n =

震災発生
当時

3543

現在 3543

「自営業・会社経営者（休業中）」

※当時には「自営業・会社経営者（休業中）」の選択肢はありません。

16.9

6.3 5.6 

15.6

11.1 

16.7

12.4 

2.2

1.7 

3.7

2.9 

7.8

7.4 

0.6

0.4 

16.7

31.5 

2.2

7.1 

11.1

9.5 

6.5

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自営業・

会社経営者

会社員( 勤め人)

（事務や内勤を

主とする業務）

会社員( 勤め人) 

（事務以外や外勤を

主とする業務）

団体職員

公務員

パート・

アルバイト

学生

無職

（職を探して

いなかった）

無職

（職を探し

ていた）

その他 無回答

職 種（問 5・問 3） 

現在の住居形態（問 9） 

避難状況 

避難先自治体（問 8） 
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■世帯人数 

 
■性別（全世帯員） 

 
 

■年齢（全世帯員） 

 
 
 
  

900

1150

632

458

219

109
58

17

0

200

400

600

800

1000

1200

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人以上

世帯数 n = 3543

n =

9222 44.4 53.3 2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 女性 無回答

n =

9222 20.7 9.7 9.8 15.3 18.0 24.8 1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２０代以下 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０代以上 無回答

同居家族（問 14） 
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※問 6 で「持ち家（一戸建て）」「持ち家（集合住宅）」と回答した方のみ 
 

 
 
 

 
※問 6-1 で「解体をせざるを得ない被害、劣

化等がみられる」「修理すれば住める状況」

と回答した方のみ 

 

n =

3543 84.7
2.5

1.8

2.8
5.2 1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持ち家（一戸建て） 持ち家

（集合住宅）, 0.5

民間賃貸住宅

（一戸建て）

民間賃貸住宅

（集合住宅）

公営住宅

社宅・官舎等

, 0.3 家族のどなた

かのお住まい・

実家

親戚・知人宅

, 0.3
その他

, 0.3

無回答

n =

3018 22.3 54.5 12.5 6.9 1.6 2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

解体をせざる

を得ない被害、

劣化等がみられる

修理すれば住める状況 特に損傷はない 津波により、

家が流出

している

わからない 無回答

n = 2319
％

カビが多く発生している

地震の影響と思われる大きな損壊等がある

雨漏りの形跡がみられる

動物等が侵入した跡があり荒れている

屋内の放射線量が高い

津波被害を受けている

火災被害を受けている

その他

無回答

71.6 

50.8 

50.3 

47.0 

20.4 

9.4 

0.0 

17.3 

2.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

住宅の被害や劣化の状況（問 6-2） 

現在の住宅の状況（問 6-1） 

震災発生当時の住宅（問 6） 

被害の状況 

持ち家計 85.2％
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【震災時の職業が農林水産業・自営業・会社経営者以外の方】 

※問 5 で「農林水産業・自営業・会社経営者」以外と回答した方のみ 

 
「今後、震災発生当時に勤めていた職場付近以外のところで働きたい」と回答した方が 

働きたい場所（上位抜粋） 

南相馬市・・・36 件 

宮城県・・・・15 件 

福島市・・・・ 7 件 

新潟県・・・・ 6 件 

いわき市・・・ 5 件 

 

 

  

全体 n = 2566

５９歳以下 n= 1322

～２９歳 n= 93

３０～３９歳 n= 280

４０～４９歳 n= 360

５０～５９歳 n= 589

６０～６９歳 n= 633

７０歳以上 n= 600

24.6

36.8

19.4

30.0

39.7

40.9

19.7

2.8

9.8

15.4

24.7

12.5

16.1

14.8

7.3

0.2

6.0

9.5

7.5

9.3

10.0

9.5

4.3

0.2

7.1

12.1

15.1

18.9

10.0

9.7

2.8

0.5

23.4

5.3

3.2

3.2

3.3

7.8

35.9

50.0

10.7

12.6

12.9

18.6

13.3

9.3

10.6

6.7

18.5

8.4

17.2

7.5

7.5

8.0

19.4

39.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

震災発生当時から

同じ職場で働いており、

今後も働き続けたい

震災発生後に転職

又は就職し、今後も

現在の職場で

働き続けたい

今後、震災発生当時に

勤めていた職場付近で

就職先があれば、

そこで働きたい

今後、震災発生当時に

勤めていた職場付近

以外のところで働きたい

今後、働く予定はない その他 無回答

年
代
別

今後の職業（問 10） 

将来の意向 
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【震災時の職業が農林水産業・自営業・会社経営者の方】 

※問 5 で「農林水産業・自営業・会社経営者」と回答した方のみ 

 
「現在は休業しており、震災発生当時の仕事の再開の見通しは立っていないが、 

元の場所以外で再開させたい」と回答した方が営業を再開したい場所（上位抜粋） 

南相馬市・・・10 件 

宮城県・・・・ 3 件 

栃木県・・・・ 3 件 

 

 

  

全体 n = 747

５９歳以下 n= 223

～２９歳 n= 3

３０～３９歳 n= 34

４０～４９歳 n= 49

５０～５９歳 n= 137

６０～６９歳 n= 290

７０歳以上 n= 231

25.7

36.8

33.3

47.1

42.9

32.1

30.7

9.1

2.3

1.8

-

-

2.0

2.2

1.4

3.9

1.5

1.3

-

-

2.0

1.5

1.4

1.3

19.3

15.7

-

2.9

14.3

19.7

20.0

21.6

5.6

8.5

33.3

5.9

8.2

8.8

4.8

3.9

19.8

6.7

-

2.9

4.1

8.8

20.0

32.0

11.0

12.1

-

17.6

8.2

12.4

10.7

10.4

14.9

17.0

33.3

23.5

18.4

14.6

11.0

17.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在仕事をしており、

今後も続けたい

現在は休業している

が、震災発生当時の仕

事の再開が元の場所で

見通しが立っている

現在は休業して

いるが、震災発生

当時の仕事の再開

が元の場所以外で

見通しが立っている

現在は休業しており、

震災発生当時の仕事

の再開の見通しは

立っていないが、元の

場所で再開させたい

現在は休業しており、

震災発生当時の仕事

の再開の見通しは

立っていないが、

元の場所以外で

再開させたい

今後、仕事を

する予定は

ない

その他 無回答

年
代
別
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※世帯の代表者の意向 

 

 

 

※問 11 で「現時点でまだ判断がつかない」と回答した方のみ 
 

 
 

 

  

n = 3543

～２９歳 n= 96

３０～３９歳 n= 315

４０～４９歳 n= 409

５０～５９歳 n= 743

６０～６９歳 n= 956

７０歳以上 n= 1006

29.3 

7.3 

8.6 

18.6 

27.5 

33.8 

39.5 

44.0 

36.5 

47.3 

47.9 

47.2 

42.7 

40.8 

26.1 

55.2 

44.1 

33.5 

24.9 

23.0 

18.5 

0.6

1.0

-

-

0.4

0.5

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現時点で戻ることを

決めている

現時点でまだ

判断がつかない

現時点で戻らないと

決めている 無回答

n = 1558
％

道路、鉄道、学校、病院などの社会基盤（イ
ンフラ）や商業施設の復旧時期の目途

放射線量の低下の目途、除染成果の状況

原子力発電所の安全性に関する情報（事故
収束や廃炉の状況）

どの程度の住民が戻るかの状況

放射線の人体への影響に関する情報

避難解除となる時期の目安に関する情報

受領する賠償額の確定

中間貯蔵施設の情報

働く場の確保の目途

その他

現時点ではどのような情報があれば判断で
きるかわからない

無回答

74.6

72.8

64.8

63.7

52.4

50.1

44.4

36.1

27.7

11.9

2.2

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

判断する上で必要な情報（問 11-1） 

帰還の意向（問 11） 
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※問 11 で「現時点で戻ることを決めている」と回答した方のみ 

 

 

 

※問 11-3 で「元の持ち家（自宅）（建て替える場合を含む）」と回答した方のみ 

 

 

 

  

n =

1039
81.6 5.5

1.3

4.1

1.8

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

元の持ち家（自宅）

（建て替える場合を含む）

自宅とは別の場所に

新たに一戸建ての

持ち家を建てたい

自宅とは別の場所に

分譲集合住宅を

購入したい,  -

民間賃貸住宅

（一戸建て）

民間賃貸住宅

（集合住宅）, 0.3

公営住宅

社宅・

官舎等

, 0.1

家族のどなたか

のお住まい・

実家, 0.7

親戚・

知人宅

, 0.2

その他

, 0.8

現時点では

判断

できない

無回答

n = 848
％

住宅の清掃・消毒

住宅内部のリフォーム

震災で壊れた部分の修繕

家財などの買い換え

屋根などの修繕

住宅外壁の修繕

解体し建て替え

その他

修繕の必要はない

帰還時期がわからないためどの程度
の修繕が必要かわからない

無回答

64.9

61.9 

61.2

56.5

41.2

40.2

10.5

5.9

4.2

18.6

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

元の持ち家に必要な修繕（問 11-4） 

帰還した場合に希望する住居（問 11-3） 
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※問 11-3 で「元の持ち家（自宅）（建て替える場合を含む）」以外のお住まいを回答した方のみ 

 

 
 

 

※問 11 で「現時点で戻ることを決めている」と回答した方のみ 

 

  

n = 134
％

元の持ち家（自宅）が荒廃しているから

今後、津波の被害を受けることが心配だから

南相馬市内の新たな場所で生活を開始したい
から

元の持ち家（自宅）周辺に住む人が少ないと思
うから

元の持ち家（自宅）周辺の放射線量の高さが心
配だから

その他

無回答

20.9 

9.7 

9.0 

7.5 

3.7 

17.9 

42.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

n = 1039
％

医療機関・介護・福祉サービスの再開

商店の再開

きめ細かいモニタリングとその継続（空間線
量率、水、食料品等）

行政からの継続的な情報提供

イノシシ・ネズミ等の駆除

継続的な健康管理の支援

公共交通機関の再開

住宅再建、確保の支援

学校や教育施設の再開

地域自治会等のコミュニティ活動への支援

放射線に関する説明会などの実施

雇用確保の支援

その他

無回答                        

74.3

61.9

57.1

54.5

53.1

52.8

50.6

38.7

36.8

31.8

31.3

19.2

8.9

10.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

帰還した場合に行政に望む支援（問 11-6） 

元の持ち家以外を希望する理由（問 11-5） 
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※問 11 で「現時点で戻らないと決めている」と回答した方のみ 

 

 
 

 
 
 

 

  

n =924
％

【帰還の前提・健康に関わるもの】
原子力発電所の安全性に不安
があるから

水道水などの生活用水の安全
性に不安があるから

放射線量が低下せず不安だか
ら

【市内の復旧状況に関わるもの】 医療環境に不安があるから

生活に必要な商業施設などが
元に戻りそうにないから

家が汚損・劣化し、住める状況
ではないから

教育環境に不安があるから

介護・福祉サービスに不安があ
るから

道路、鉄道等の交通インフラに
不安があるから

市外への移動交通が不便だか
ら

営農などができそうにないから

以前住んでいた地域に戻っても
仕事がなさそうだから

以前住んでいた地域での事業
の再開が難しいから

【今後の生活に関わるもの】
避難先の方が生活の利便性が
高いから

他の住民も戻りそうにないから

帰還までに時間がかかるから

高齢者・要介護者だけの世帯な
ので生活が不安だから

今の環境で子どもの教育を継続
させたいから

今後の津波被害を受ける可能
性があるから

避難先で仕事を見つけているか
ら

その他

無回答

64.1 

53.5 

48.7 

54.5 

52.2 

48.8 

32.3 

31.2 

30.7 

30.5 

25.0 

23.1 

14.0 

38.2 

34.4 

33.5 

22.7 

21.0 

16.0 

11.9 

19.9 

2.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

戻らないと決めている理由（問 11-７） 



 11 

 

 

※問 11 で「現時点で戻らないと決めている」と回答した方のみ 
 

 

 

 

 

 

  

n =

924 34.6 29.8 31.8 3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在住んでいる

自治体に住むつもり
転居したい

現状ではどうするか

決まってない 無回答

n=

595 3.7 8.6 8.1 34.6 1.5 5.5 2.2 1.0 30.3 2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

いわき市

相馬市

南相馬市（鹿島区）

南相馬市（原町区）

広野町,  -
川内村,  -

新地町

福島市
郡山市 白河市,  -

須賀川市, 0.8
二本松市, 0.2
田村市, 0.2

伊達市, 0.5

本宮市, 0.2

桑折町,  -
川俣町,  -
大玉村, 0.2

西郷村, 0.2

三春町,  -

喜多方市, 0.2
会津美里町,  -

福島県内

のその他

の市町村

福島県外

無回答

会津若松市, 0.2

居住を希望する自治体（問 11-８） 
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※「旧警戒区域に住所のある方」のみ 
 

 
 
 

 

 

 

n =3540

①　新たな産業を積極的に誘致した
　　 先進的なまち

②　農業再生を軸とした農林水産業が
 　　盛んなまち

③　工業振興により働き場所の多い
 　　まち

④　商業振興による賑わいと経済活力
 　　のあるまち

⑤　街並みの美しい景観に優れたまち

⑥　公園・河川など、緑や水に親しめる
 　　まち

⑦　歴史や伝統を活かした文化の薫る
 　　まち

⑧　観光交流施設が充実したまち

⑨　スポーツ交流施設が充実したまち

⑩　地震や水害など災害に強い安全
 　　なまち

⑪　子どもを産み育てやすい、児童
 　　福祉が充実したまち

⑫　高齢者や障がい者福祉が充実
 　　したまち

⑬　道路など生活環境の整った住宅
 　　中心のまち

⑭　医療や福祉のサービス施設が
 　　整ったまち

⑮　学校・研究機関等、教育環境が
 　　充実したまち

⑯　国の施設など、行政機能が集約
 　　したまち

⑰　都市機能を移転した新たなまち

⑱　まちの機能が歩いて行ける範囲に
 　　まとまっているまち

⑲　再生可能エネルギー(太陽光発電
　　 等)による環境共生のまち
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35.2 

32.1 
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30.8 

23.5 

14.2 

16.7 

58.7 

50.7 
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14.9 
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18.4 

27.5 

16.9 

17.3 

19.5 

18.7 

23.6 

31.8 

28.6 

7.5 

10.4 

7.6 

15.6 

5.7 

15.5 

28.7 

32.5 

21.7 

17.4 

4.2 

7.8 

2.5 

3.3 

4.9 

4.9 

5.8 

9.3 

7.5 

0.9 

1.4 

1.0 

1.9 

0.8

2.1 

6.8 

9.1 

5.1 

2.9 

5.1 

10.0 

4.1 

4.1 

4.7 

4.8 
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6.3 

5.8 

2.5 

3.5 

2.3 

3.1 

2.2 

3.3 

5.6 

8.0 

4.4 

3.8 

17.1 

17.7 

18.3 

18.1 

17.9 

17.6 

18.6 

19.8 

19.5 

16.1 

17.4 

14.5 

17.9 

14.5 

18.3 

18.9 

19.9 

18.0 

17.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要である やや重要である
どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要

ではない

無回答

将来のまちづくりの希望（問 13） 


